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１．概要（Summary） 

スパッタ装置を用いてマルチニードル上に金薄膜をコ

ートし、これを細胞培養担体として利用する。ここへ接着さ

せた血管内皮細胞は電気化学的に表面から脱離させ、コ

ラーゲンなどのゲルへ転写することができる。この反応を

利用して内表面が血管内皮細胞に覆われた血管様の構

造を作製する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・ ス パ ッ タ リ ン グ装置 （芝浦 メカ ト ロ ニ ク ス 社 , 

CFS-4EP-LL） 

 

【実験方法】 

洗浄したガラス製のマルチニードルにクロムを密着層と

して金をスパッタすることで、金電極を作製した。電極上

に金－チオール結合を利用して、自己組織化オリゴペプ

チドの単分子膜を形成し、ペプチド層を介して細胞を金

電極上に接着させた。金電極に電位を印加することで、

オリゴペプチド分子と金電極の結合を還元反応により切

断し、分子層とともに細胞を周囲のゲル側に転写すること

で、血管様構造を構築した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

1.0 Vの電位を 5分間印加することで、直径 500 m

の内表面が血管内皮細胞に覆われた血管様構造を作製

することができた 1, 2。ハイドロゲル側に、血管内皮細胞や

間葉系幹細胞を導入することで、ハイドロゲル内に血管内

皮細胞のネットワークが形成できることを示した。ゲル内に

ヒト iPS由来肝細胞を導入することで、肝細胞の重要な機

能の1つであるアルブミンを分泌することを確認し、培養と

ともに肝細胞が成熟していくことがわかった。さらに、作製

した血管様構造をマウスの血管に吻合した結果、マウス

の血液が作製した血管様構造に流入し、血管として機能

することが示された。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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